
2022年第83回応用物理学会秋季学術講演会シンポジウム

人を拡張する
新しいインターフェースの

最前線

持丸 正明
（産総研） ウェルビーイングを支える人間拡張

南澤 孝太
（慶應義塾大）

サイバネティック・アバターによる
身体経験の共有と拡張

野間 春生
（立命館大） 人を目指す触覚センサの研究動向

榊 良祐
（OPEN MEALS/電通）

食データ化の未来
～Food Singularity Begins～

前田 太郎
（大阪大） 錯覚と身体性がもたらす身体意識の境界線

９月２３日（金）
１３：３０－１６：３０

東北大学 川内北キャンパス
A棟A200教室＋オンライン

公益社団法人応用物理学会 インダストリアルチャプター

一般公開 無料

リモートでの体験共有ニーズや人の機能拡張ニーズの高まり、
仮想空間サービスの提供開始などを背景に、これまで体験
したことの無い、新しいインターフェースやサービスが次々と提
案されています。こうした取組みを紹介いただき、予測される
将来像からバックキャストを試みる機会を提供します。

基調講演

招待講演
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